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【戦評】

日時 平成29年6月24日 (土) 16:30

平成29年度 全九州高等学校体育大会 第70回 全九州高等学校バスケットボール競技大会

会場 九電記念体育館

コート

副審 佐田　明美

Dコート 第1試合

カテゴリー 女子 2回戦

主審 隈元　ゆみこ
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○
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●
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精華女子 77
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66 那覇3rd

TEAM  A 精華女子高等学校 TEAM  B 那覇高等学校
3P 2P FT 反則

4 梶　原　志　保 ◎ 7 2

FT 反則 番号 選手名 得点番号 選手名 得点 3P 2P

6 0 3 0 20 1 1 4 仲宗根　　　悠 ◎

0 3 0 1

6 清　水　利祐子 ○ 17 1

0 0 5 亀　田　みすず ○ 65 織　田　萌々香 0 0 0

19 2 5 3 46 2 1 6 金　城　み　ゆ ○

2 7 1 3

8 屋　宜　沙弥香 0 0

1 3 7 瀬　長　杏　南 ○ 217 石　丸　雪　乃 ○ 9 0 4

0 0 0 0 00 0 0 8 前新屋　愛　美 ○

2 3 0 4

10 仲　里　紗々花 0 0

0 0 9 糸　数　友郁子 129 長谷川　奈　央 0 0 0

0 0 0 0 00 0 0 10 末　長　　　菫

0 0 0 0

12 樋　口　鈴　乃 ○ 13 1

0 0 11 屋　田　あさひ 011 矢　野　聖　華 11 3 1

0 0 0 0 03 4 4 12 城　間　璃　音

0 1 0 0

14 三　浦　舞　華 ○ 20 2

0 0 13 東　江　早　紀 213 嵐　　　夏　妃 0 0 0

0 0 0 0 06 2 4 14 瀬　長　梨　華

0 0 0 00 0 15 嘉　数　葉　月 015 木　村　瑞　希 0 0 0

コーチ 大　上　晴　司 コーチ 屋　嘉　謙　呉

合　　　　計 66 6 22 4 14

全九州大会２回戦、福岡県２位精華女子対沖縄県１位那覇との対戦、精華女子のスターティングメンバ―は、＃４、＃６、＃
７、＃１２、＃１４、那覇のスターティングメンバ―は、＃４、＃５、＃６、＃７、＃８で試合開始。第1P、両チームハーフコートマン
ツーマンでスタート。精華女子は＃１２のドライブや＃６、＃１４のジャンプショットを起点にバランスよくオフェンスを展開、那覇
は＃６のドライブを止められるも積極的な１対１で食らいつこうとする。タイムアウト請求後お互いにチャンスをつかむことがで
きず１P終了。2P、お互いリズムに乗れないながらも精華女子は激しいディフェンスから＃６と＃１４のジャンプシュートで得点
する。那覇は得意の速い展開に持ち込めないが＃６の３ポイントと＃７、＃５のポストプレーで得点していく。精華女子が主導
権を譲らず８点リードで前半終了。第3P、両チームハーフコートマンツーマンでスタート。精華女子は＃６、＃１４のジャンプ
シュート、那覇は＃４のドライブ、＃７と＃９のアウトサイドで得点していく。ファウルが多くなってきた精華女子はタイムアウトを
請求するが那覇の１対１が決まり、点差を縮める。精華女子は＃１２のファウルトラブルで変わりに出てきた＃１１が３ポイン
ト、＃７がミドルレンジのシュートを決め９点差で終了。第4P、那覇はマンツーマンと２－２－１のフルコートプレスから２－３
ゾーンのチェンジングディフェンスとでリズムに変化を加え追い上げる。精華女子はゾーンに対して＃１１と＃１４の３ポイントで
得点し突き放しにかかる。那覇のタイムアウト請求後那覇はインサイドで得点を試みるが得点が伸びない。精華女子は＃１１
の３ポイント、ドライブで得点する。那覇は最後のタイムアウトを請求し、反撃のチャンスを伺うがオフェンスリバウンドをしつこく
行った精華女子がリードを保ち７７対６６で試合終了。那覇の１対１を激しいディフェンスで抑え、積極的で効果的なリバウンド
と３ポイントで精華女子が勝利した。

合　　　　計 77 9 20 10 13

【戦評記載者】 足立 亮一

福岡県バスケットボール協会
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1分毎の得点を入力 精華女子 1分毎の得点を入力 那覇 




